
く
い
る
「犯

一っ
て
も
少

に
な

っ
て

・い
。
犬
よ

太
く
て
長

だ
。

Ｔ
　
　
　
一

を
返
上

一

ロ
ー
ン

一

「ば
ら
）

一

3年間の部活が終わった
人もたくさんいました。
その人たちから学んだこ
とがあります。

それは、部活の時間は、
本当にかけがぇのない時
間だといぅことです。「こ
の仲間で、3年間やって
こられて本当に良かっ

バイトをしている。始め
て間もないが、たくさん
の人と接してきた。

ある場所を受け持っ
たoそこは子どもが自由
に遊び回れるコーナーだ
つた。付き添う大人は子
どもが危ない動きをしな
いように見守っていた。
そこに若い母親と子ど

もがゃってきた。子ども
は楽 しそぅに遊んでい
たoしかしテンションが
上がってぃるのか、他の
子にボールを投げつけた
り、プロックを独り占め
したりしていた。

私たちも何度も声をか
けたが、面白がってぃる |

= たIナ たった:母キ|ま 何を

やさびo

2から 1に

わが家も…

―子ども
参院県内改選定数どの

(長野市 。松五郎)

人として行動に責任を持つとは

可  私は、小さな遊園地で

|た」と泣き崩れた学校の

1仲間のためにも「全国ま

:で行く」と毎日共に練習
|に励む仲間のためにも、
残されている時間の 1分
1秒を大切に頑張ってい
きたいと思います。

伊那市 矢沢 綾

(中学生 。14)

しているのかと見てみる
と、子どもを置いて友達
と買い物をしていた。戻
つてくると携帯をひたす
らいじってぃた。

私は驚いた。責めてい
るわけではないが、子ど
もを連れてきてぃるのな
らもっと責任を持ってほ
しい。

人は誰しも1人で生き
ているのではない。だか
らこそ周りを見て行動す
る、責任を持つといぅ基
本的な力が必要だと思
う。親として、人として
他者を思いやる気持ちを
持つ、そんな世の中にな
つてほしいと思う。

」ヽ県君「 富IR 美紅
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私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
街
の
中
心

地
だ
。
５
月
の
連
体
の
頃
か
ら
、
歩
い

て
い
る
姿
を
見
掛

け
る
よ
う
に
な

っ

た
。
近
所
で
は
ま
だ
乳
離
れ
の
で
き
て

い
な
い
子
猫
が
何
匹
か
襲
わ
れ
、
ま
た
、

飼
い
犬
の
餌
を
平
気
で
失
敬
さ
え
し
て

い
る
よ
う
だ
。

あ
の
手
こ
の
手
で
何
度
も
ネ

ッ
ト
を

刻
”
強
れ
崚
〔
一
は
わ
以
「

雛
腋
睦
い

ネ

ッ
ト
を
二
重
に
掛
け
て
、

ネ

ッ
ト
の

裾
を
長
く
し
て
両
側

へ
引

っ
張
る
よ
う

ぉ

い
も
さ
ん

元
気

に
そ
だ
っ
て
ね
（入
選

）

勝
又
修
　
阿
南
町

新
し
い
読
書
の
形
　
・

世
界
広
が
る
期
待
　
一

最
近
、

世
の
中
で
読
書
に
つ
い
て
の

意
識
が
変
わ

っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
ｃ

本
の
感
想
を
発
表
す
る
会
や
、
書
〓
な

の
に
料
理
本
の
作
者
を
≡

い
て
お

ヽ
理

会
、
全
国
か
ら
書
〓
を
モ

‐ヽ
て
三

十、
ｒ
．

湖
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
一
し

・
〓
界
ぎ

本
を
通
じ
て
広
が

つ
て

まヽ
す
〓
　

ろヽ

ん
な
人
と
六
を
通
じ
て
≡
し
く
な
れ
る

こ
と
が
楽
し
１、
で
す
〓

「屋
外
で
シ
ヽ
く
を
〓
・Ｊ
て
玉
を
夏

転
が

っ
て
読
む
と
、
一
ンラ

ブ
ク
ス
で
き

る
よ
」
と
知

六
ふ
ら
ま
え
て
も
ら

一
、

や

っ
て
み
ま
し
た
　
≡
与
に
漬
■
う
な

が
ら
読
書
し

蒸ヽ

イ
一
・が
ヽ
一一一一一（
∠
手
´
や

」́一（り
一一一一， ″
二
　̈
一い　

′・′　一ヽ　
）一　
、、
　
　ヽ
一一
ご
一一い′
ヽ
デ
一

ま
し
た
＾
夏
は
読
み
た
■
一
を
■
っ
て

本
陰
で

一
日
読
書
、
と
‐
う
と
て
も
せ

い
た
く
な
休
ヨ
を
計
〓

〓
て
す
〓

私
は

一童
ミ
は
菱
書
て
す

一
と
■
ミ

」「一一三．‐（
）ン′一一ｒ〓一一一一　、な〓一〓
　
一、　
一ヽ
ン　ヽ
一́

，ス
ノ「

，メ
　ヽ
ンヽ
一」た

， 一^午
‘
デ
一一
〓
一レ
一一二Ｅ
りヽ
き
ヽ

一二́
．　
〓
〓
一　
一
一一諄
〓
一
（
いヽ
′^ン・」
↓
〓
二ヽ

、ヽ　
一著
一圭
〓

は
著
ｔ
と
‥
て
も
、
今
、
■
つ
吾
．り
の

一Γ
一Ｌ
ミ
０
人
は
、
た
．者
一の
員
た
一一ュ
一夢
τ

員
た

‐い
と
一手

べヽ

‐‐
‘
一
ツ
ク
を
苦
．負

っ

一
二
多だ
／一
ド
）」

′一ヽ
一́
か
」
′）ノ
ヽ
エハ一ク^

‐̈、、∵
一ま
一ソ
ご

ム
を
菱
む
と
奎
分

の
知
ら
な

い
世

界
、
心
の
一動
か
し
方
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．
こ
れ
か
ら
の
新
し
い

「読

書

一
の
形
に
期
待
し
ま
す
（

〓‐、
医

一巾
　
渡
辺
　
千
晴（会

社
員

・
３７
）

圃
鰯

圏

彬
鴨
に
坐
っ
て
い
た
豊
松
が
、

「父
上
。
わ
た
く
し
は
？
」

「ょ
い
。
そ
な
た
も
此
処
に
い
て
く
れ
」

豊
松
の
若
々
し
い
前
髪
の
下
の
端
正
な
、
や
や

細
面
の
顔
が
、
十
四
歳
と
は
見
え
ぬ
ほ
ど
、
大
人

び
て
見
え
た
。

信
安
は
枕
頭
に
木
工
を
呼
び
、
し
み
じ
み
と
、

「木
工
。
苦
労
を
か
け
た
の
」

こ
れ
は
、
原
と
お
登
喜
の
方
の
事
件
や
、
小
林

郡
助
妹
の
遺
書
な
ど
に
つ
ハ
て
Ｄ
代
Ｅ
Ｄ
こ
ま
こ

日

一一一一一・́
」
　
一
）、́
ノ）

７
月

の
投
稿

７
月
の
建
設
ｆ

ぶ
、

〓
■
４
、

メ
ヽ
ル
、

フ
ァ
ク
ス
を
合
わ
せ
て
Ｃ
ｌ
９
通

（
男

性
３
５
２
通
、

女
薫
イ

■

■
き

が
寄

す
。

「国
民
に
賛
否
を
問
う

べ
き
だ
」

と
の
声
も
止
が

っ
て
い
ま
す
ｏ

川
上
村
出
身
の
宇
宙
飛
行
士
油
井
亀

美
也
さ
ん
の
打
ち
上
げ
成
功
、
上
松
町

出
身
力
士
御
嶽
海
の
十
両
優
勝
の
活
躍

を
喜
ぶ
声
も
目
立
ち
ま
し
た
。

各
地
で
発
売
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
葡

二
=≡ =残したい万言

輔くわの実 _「 。●
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